
指定管理候補者の提案内容および審査の概要

施設名：三重県立熊野少年自然の家

審査基準

ムJ

1 管理運営方針！こ関する事項
ノ

①管理運年営の暴本方針が県の基本方針と合致している
か、青少 の健全育成を図るための施設運営についての方
金十が示されているか

( 1）管理運営の
総合的な基本方

②施設の特性や業務内容を浬解しているか、管理を総合針
的かっ適切に行えるか

③指定管理者としての意欲や熱意、責任が感じられるか。
また、公平・公正な利用について考慮しているか

(2）成長吉標と自
己評｛函

①施設運営に関して、独自の成果目標が適切に設定され
ているか、自己評価の体制及び基準は確立されているか

②｛也の絡設を管理運営した実績がある場合、巨標値の遼
成度等、効果的な管理運営を行っていたか

(3）食業（団体）
の社会約責任等

①企業（団体）倫理、コンブライアンス（法令遵守）、環境管
理（ク、＇）ーン購入や省エネ等環境負荷軽減に関する取紐）
への対応は適切か

②県の施策実現に貢献する方策が示されているか

県が求めた水準

( 1）指定管理者制度活用の目的
①民間が持つ知恵や豊富な知識などを効果的に活

用することにより、施設の効用を最大限に発揮し、よ
り質の高い県民サービスの向上と経費の節減等を図
るとともに、擦が目指す施策の実現に寄与している
か。
②自然の中での集団宿泊研修等を通じて、心身と

もに健全な少年の育成を図っているか。
③学校、スポーツ少年毘等の社会教育関係団体等

の多様な主体と連携し、子どもたちの体験学習の機
会の拡充と利用者の拡大を図り、少年の健全育成に
寄与しているか。

また、施設の安全管理に努めるとともに利用者の
視点に立って効果的な管理運営を図っているか。

(2）成果目標営と自己評価
①施設運 に関して、独自の成果目標が適切に設

定されているか、自己評価の体制及び基準は確立さ
れているか。
②他の施設を管理運営した実績がある場合、目標

｛衰の達成度等、効果的な管理運営を行っているか。

(3）社会的責任（関係法令の遵守等）
頭f系法令を遵守し、持続可能な循環型社会の創

造に向けた環境保全活動、次世代育成支援等、祭の
施策を十分理解し率先して取組を進めているか。

， 

里ヨ
配点 主な提案内容 特記事項（審査コメント等）

＠安全a安心・満足度100%の施設を白指して ・ニ重県全体の青少年教育振
熊野市の全習的な支援のもと安全・安心・満足度10 興の拠点として、今までの運営

0%の施設を目指して、地域資源の活用や地域連携等 実績に基づいて近隣団体と逮
の充実を重視しつつ、「＝重県立熊野少年自然の家条 携し安定した提案がなされてい
伊llJ等の内容を踏まえて、次の基本方針により管理運営 る。また、熊野市の全萄的支援
を行います。 を受けられるので、より安定し
1安全・快適で安心な施設管理 た運営が期待できる点はプラス
(1）施設の安全管理と危機管理を徹底します。 である。
2利用者の満足度を重視した利用者本位の管理運営 回熊野市内の人的・物的資源を
(1)広く情報提供に努めるとともに利用者の声を管理運 最大限有効活用するための異
営や事業実施に反映します。 体的な取り紹みが提示されて
(2）利用者の立場に十分配慮した管理運営を行います。 おり、青少年の健全育成に大き
(3）職員の震の向上を図ることを通じて利用者サービス な効果が期待できる。
の向上・Iこ努めます。 ヨコロナ橋の、厳しい環境にあっ
3 地域や施設の特性等を最大限に活かした効率的か ても地域特性を活かした前向き
つ効果的な管理運営 な提案が多数されており、熊野
(1）施設の設置目的達成と機能的価値を高める運営を 地域の青少年lま教育施設として
行います。 の存在意義十分果たしてい
(2）優れた地域資源を最大限に活かした効果的な管理 ると思われる。
運営を行います。
(3）経費の節減とサービス向上の両立に努め、安定かつ
効主事的な管理運営を行いますロ
4 手lj用者の拡大と人づくりを通じた地域振興への貢献
( 1）観光公社としての特性を活かして利用者を拡大しま
す。

40点×5(2）少年の健全育成等を通じた心豊かな社会づくりと地

人＝200域の振興に貢献します。 145点
点 ・独自の成果呂標の設定と利用者満足度や質の高い

管理運営を推進します。
1独自の成果目標を設定し、利用者に満足される効果
的な管理運営を行います。
(1）延宿泊者数15,000人を独自の目標とします。
(2）利用者満足度100%を固指し、まず、職員への利用
者満足度100%を目標とします。
2常に業務内容を評価・改善し、質の高い管理運営を行
います。
(1)PDCAサイクルに基づく評価町改善を推進します。
(2）職員の目標管理を推進します。
(3）職場の環境面の安全をマネジメントします。 l

er県民力でめざす『幸福実感日本一』の＝重Jを協創
により進めます。

’ 



審査基準 燥が求めた水準 I![!点 主な提案内容 特記事項（審査コメント等）

( 1 ）施設等の維持管理及び修繕に関する業務 1 安全・安心、そして快適性を追求します。 －今までの還営実績をもとl』、
2 管理業務に関する事項 ①施設等の維持管理業務については、関連する法 利用者が安全、安心、そして快適に施設を利用できるよ 維持管理及び自然災害等の緊

令等を遵守し、法令等に定める有資格者を配置して う施設管理に演連した法令や仕様書等で定められた管 急時への対応など、各提案内
( 1）施設の維持 いる均、。 理基準を遵守し、良好な維持管理に努めます。 容において安定した運営を進
管理及び修繕に ②施設等の修繕については、日常の点検業務を行 めていくことができると感じる。
関する事項 ①関連する法令等を遵守し、業務！こ必要な有資格者を配 うとともに修繕計砲を立て、計画的に執行し安全確保 2 利用者の安全を最優先し、徹底した安全点検で“事 一方で、 SNSを利用した広報、

置しているか ！こ努めているか。 故ゼロ”を実現します。 情報発信の検討、また、新たな
施設及び設備機器等の保守点検や危険笥所の阜期発 リスク対応マニュアルの作成な

(2）利用者の安全確保、事故防止対策、危険箇所等 見を毘的とした施設内巡視など徹底した安全点検を実 ど次の5年間を見据えた展開を
の早期発見等 施して、利用者の安全確保、事故防止に努めます。 考える必要がある。
①防犯・防災対策や非常災害時等の危機管理体制 －経費節減の観点から複数年

②施設の維持管理は効率的で安定的か、コスト縮減・省工
を整備し、現行の仕様水準以上を維持しているか。 3 火災予防や自然災害等の危機管理対策を徹底しま による契約の締結や施設管理

ネ対策等は考慮されているか ②危険箆ii.IT.破損場所・不良笛所の早期発見に努 す。 を専門とする事業者へ業務を
め、発見した詩には迅速に適切な措置をしているか。 火災予防や地震被害予防対策を進めるとともに、災害 一括して委託する等、効率化を

等が発生した場合には、災害応急対策マ二ユアルに基 巨指した施設維持管理に努め
(3）危機管理に関する業務 づき利用者の安全確保をはじめとした危機管理対応を ている。
①緊急事態等を想定した危機管理体制の整備及び 確実に行います。

危機管理マニュアルを作成しているか。 100点× 食中毒や新型コロナウイルス感染症・事故不審者等 350点
③利用者の安全を確保するため、臼常の点検業務が円滑 ②緊急事態等を想定した訓練を定期的に行い、危 5人＝ に対して、適切な対応を行います。
に行える体制となっているか 機管理マニュアルを点検整備しているか。 500点

4 個人情報保護を徹底します。
(4）個人情報の保護、情報公凋 個人情報保護に対する社会的要請を十分に認識し、倍
①＝重県個人情報保護条例の規定を遵守している 人の人格尊重の理念のもとに、個人情報の適正な取り

(2）利用者の安 か。 扱いを行います。
全確保、事故妨

①利用者の安全確保、事故防止対策は具体的で効果的 ②＝重県情報公開条例の趣旨にのっとり、施設の
止対策、危険笛

なものであるか 管理に関して保有する情報について、公開に関する
所等の早期発見 規程を整備する等情報公開に対応しているか。
及び措置に関す G:②共通
る事項 配置する職員全員が業務全般を理解し対応でき

②危険箇所嗣破損箇所・不良箇所の早期発見や適切な措
るよう研修を定期的に行うとともに、人材育成方針を
策定しているか。

置の提案がなされているか

(3）緊急時、事故
発生時の対応等 ①緊急時の対応等危機管理について、考慮されているか
危機管理に腐す

（危機管理マニュアルの作成、人員配置、緊急速絡網等）
る事項

②緊急事態を想定した訓練の内容が提案されているか

(4）飽人情報保

護及びす情る事報項公隠 ①個人情報保護を適正に行う体制がとられているが、職に関する
員への教育、研修方法は適切な提案がなされているか

②情報公開を積犠的！こ行う休制がとられているか、職員
への教育、研修方法！ま適切な提案がなされているか



審査基準 県が求めた水準 配点 主な提案内容 特記事項（審査コメント等）

( 1 ）事業の実施 1 6つのシリ ズによる魅力ある年間25主催事業を実 －周辺地域の持つ自然や人的

3 運営業務に衡する事項 ①小・中学校、義務教育学校、高校、特別支援学校 施 環境を活かし、多くの団体と連
及び市陀教育委員会と連携し、体験学習の機会の拡 地域の各種窃体等と連携しながら、施設の機能や豊か 携した多様で多数の事業を展
充を図る基本方針が提案されているか な自然、歴史文化、人材など地域資源を最大限に活用 関することで、体験活動の充実(1 ）事業の実施

①地域内外の多様な主体と連携しながら、体験学習の機
②自然学習、野外活動等の研修を実施できるよう し、「協創jの精神による「県民力でめざす幸福実感日本 により青少年の健全育成に寄に関する事項
自然の家が有する機能を維持しているか。 -Jの実現を図るため、三重県民力ビジョン第＝次行動 与しようとする事業提案は評価会の拡充を図る基本方針が提案されているか
③多様な研修プログラムを企笛する能力を有し、青 計画に掲げている人と人との「粋Jや人と地域との「つな できる。

少年の研修を補助することができる専門約な知識と がりJを震視した事業を展開します。 ・これまでの実績・経験及び観

②自然の家が有する施設・設備等を有効活用し、研修設 技能及び経験を有する専門職員を複数配置している そこで、熊野「ネイチヤー・ウォッチング！』シリーズ等の 光公社の有する地域との関係

備を維持・活用した計画となっているか
ヵ、。 6つのシリーズによる多様で魅力ある研修・体験プログラ 性に碁づき、施設の特性をj舌
④教育課程に基づく体験学習の場として利用する ムを提案します。その中で、独自目標として年間25以上 かし、実現可能と考えられる自

児童霊園生徒等に対して指導、支援を行っているか。 の主催事業を実施します。また、熊野市観光公社企閏 然体験活動、団体活動等のプ

③導門職員の配置は、適切にされているか
⑤熊野の豊かな自然潔境の中で、地域の特性を活 事業である「とっておきの熊野Jシリーズにおける35の体 ログラムの提供が提案されてお

かした多様なプログラムを開発しているか。 験プログラムを組み合わせた研修活動も行います。 り、期待ができる。
⑥施設の特性を活かした主催事業が計画されてい 2 POCAサイクルの構築による管理運営への反映と利 ・熊野市の豊かな自然を背景

④学校の教育課程に基づく児章生徒等の体験学習に利
る古、 用者サービスの向上 に、市内のあらゆるft住居体とも
⑦施設の設置自的に資する主催事業を年間20事 意見箱の設置や利用者の満足度調査等により利用者 連携し、体験的なプログラムの

用しやすい提案がされているか 業以上実施しているか。 の評価、意見a要望を把握した上で、 POCAサイクルによ ｛也、宿泊研修の場としての活用
⑧食事提供及び寝具供給業務を行っているか。 る業務の評価・改善を行い、利用者サービスの向上に が期待できる。

⑤地域の特性を活かした体験プロクラムの開発、また、科
(2）施設等の利用許可等 反映します。
①条例！こ基づき、利用許可等を行っているか。 (1）職員の利用者に対する接遇の充実を徹底して行いま用者への提供方法等の提案がされているか
②「利用の手引き」等を作成しているか。 す。
③受付時間、利用時間、休業日について、利用者 (2）施設全体にわたって安全・安心そして、食事サービス

⑥現在実施している主催事業を検証したうえで、主催事業
の利便性に配慮し、弾力的に運営しているか。 の向上を含めた快適な環境の維持闘向上に努め、利用
(3）利用料金の収受等 者にとって居心地のよい実施施設やづくりを推進します。が言十歯されているか
①自然の家条例で定める範間内でサービスの向上 3 魅力ある主催事業の 積極的な情報提供など

や利用者の増加につながる利用料金を設定している 利用促進の実施
⑦利用者サビス（食事については、健全な成長l」合わ か。 県内外の団体に広く利用促進のための営業活動やチラ
せたバランスのとれた献立となっているか、寝具については ②利用料金の収受に関する規程を整備するととも シの配布を行うとともに、会員登録制度の活用等、積槌
清潔なシーツ等が提供されているか）は企画冒提案されてい に、後納、減免、返還等について規定を整備している 180点× 的な情報発信によりリピーターを増やす取り組みを行い
るか か。 5人＝ ます。 658点

(2）施設等の利
①条例の範囲内で、利用の申請から許可までのー遠の手

(4）情報発信・提供 900点、 また、調散期対策として人気の高い「親子でキャンプjや
用の許可等に関 県内に幅広く周知できるよう効果的な発信方法を検 「野外料理教室Jなどの主催事業実施や「農業等の現地
する事項（開館時 続方法について、手引きが作成されているか。利用者にとっ 討し広報活動を行っているか 研修jでの活用など、宿泊先としての誘致を図ります。
間含む） てわかりやすいものとなっているか (5）利用促進等

①自然の家でしか体験できない、地域、自然、資源

②受付時間、利用待問、休業日についτ、利用者の利便 を活用した方策となっているか。

性を考慮したものであるか ②成果目標を達成するため、施設延べ利用者数、定
員稼動率の向上に努め、辛lj用状況を分析・検証した

(3）利用料金の
①利用者サービス向上や利用者増加につながる料金設 うえでの対応策を報告しているか。

収受等に演する
定を考えているか、収受方法、後納、減免返還等の考え方 ③民間施設、企業、地域の団体及び学校等様々な

事項 は適当か、公益上必要と認められるか 団体との連携に努めているか。
④利用者満足度アンケート謂査を実施し、調査結果

(4）情報発信E提 ①県内に幅広く周知できるよう効果的な発信方法を検討し 及び対応状況を報告しているか。
｛共に関する事項 広報活動を行っているか

②ホームページの開設やSNS等を活用して、県内の体験
活動の気遣の醸成を図っているか

(5）利用促進等 ①リピーター確保、新規開拓等利用者の増加について提
に関する事項 楽されているか

②利用状況等分析・検証し、県教育委員会が提示した成
果目標の達成に向けた実効性のある取組が提案されてい
るか

③体験学習の機会拡充のため、他施設、企業、地域の団
体及び学校等様々な匝体との連携方法等について異体的
に提案されているか

④利用者満足度を渓ljるため利用者アンケアートを実施する
こと、また、その結果への具体的な対応策が計画されている
由、



審査基準 県が求めた水準 百己点 主な提案内容 特記事項（審査コメント等）

'-

4 収支計画に関する事項

( 1）収支計画の

積算の考え方
①収入・支出の積算と提案事業内容との整合性が留られ
ているか

②提案された事業が十分実施できる計画となっているか

(2）コスト削減の
考え方

①県費負担額が軽減されているか

②コスト削減方策は実効性があり創意工夫されているか

( 1）収支計画
①収入M支出の積算と提案事業内容との整合性が函
られているか
②提案された事業が十分実施できる計画となってい
るか

(2）コスト削j成
①県費負担額が軽減されているか
②コスト削減方策は実効性があり創意工夫されてい
目るか

指定管理料の総額 213, 355千円（5年間）
（消費税及び地方消費税を含む）

（内訳）各年度における指定管理料の限度額
令和5年度 42, 671子円
令和6年度 42, 671千円
令和7年度 42,671子内
令和8年度 42, 671千円
令和9年度 42, 671千円

1収支計磁の基本方針
収支計画にあたっては、手lj用者の増大による収入増を

留りながら効率性を重視するとともに、主催事業等の研
修 E体験プログラムや施設環境の充実等によるサービス
向上など、施設設置呂的の達成と施設の機能的価値を
高めることに対しては十分な経費を投入することとし、
「必要なものには予算を使い、ムダは省むことを基本と
します。
2 収入について
年間宿泊者数15,000人を独自の目標としています。そ

の呂標達成に向け利用者拡大を図ることとし、 R5年度
13,000人、 R6年度13,500人、 R7年度14,000人、 RS年度

80点×5114,500人、 R9年度15,000人を基礎として、宿泊室利用料

入＝4ool金収入及び体育館関研修室の施設利用料金収入を積算
点 iしていますo

a 冒軽微な修繕には職員が対応し、修繕料の抑制を図り
ます。

指定管理料の総額 213,355千円（5年間）

（消費税及び地方消費税を含む）
（内訳）各年度における指定管理料の限度額

令和5年度 42, 671千円
令和6年度 42, 671千円
令和7年度 42, 671千円
令和8年度 42, 671子同
令和9年度 42, 671千円

275点

今まで同様の利用者数が確保
できれば，安定した運営が十分

可能であると思われる。
－地域の企業や地元との連携
事業など積極的に提案されて
おり、地域の教育施設としてな
くてはならない存夜となっている
ことから、地域特性を活かし今
後ますますの事業展開を期待
するものである。

5 組織及び人員に関する事項

( 1）級織及lfJ人
員の確保、職員

の雇用形態、保｜①組織及び責任体制は明確で適切か、提案事業が実施
有資格、環境づく｜

｜できる体制か、効率的な体制か
り、職員の販装等l

に濁する事項

②利用者の視点に立った施設の環境づくりや、一回で職
員と判るよう、服装について工夫がされているか

’
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(3）職員の人材

育成方針及び研｜①どのような人材育成方針を策定し、公の施設の管理者
修計図 ！として効果的な研修計聞を立てているか

(4）持続的・安定

的に運営できる ｜①施設を持続的・安定的に運営できる能力があるか、施
財政的基盤 ｜設経営の実績があるか

(1)人員配置等

①管理運常能力があり、栂当の知識と経験を有す
る常駐の総括責任者（所長）、管理運営！こ必要な人
員を配霞し、施設の管理に支障が出ない職員の勤
務体制か。
②利用者が親しみゃすく安心して利用できるような

環境づくりに努め、容易に職員と料る服装等を工夫し
ているか
③施設ボランティアの積極的な活用や、地域交流

事業の実施により地域に開かれた施設への取組み
が提案されているか。
(2）業務内容に応じた職員の配置
①管理の業務が適切に行われているかチェックす

る体制を確立しているか。
(3）職員の人材育成方針
サーピ‘スの向上を図るため、配置する職員全員が

業務全般を理解し対応できるよう、職員の研修を定
期的に行うとともに、人材育成方針を策定している
ヵ、。
(4）運営能力及び施設経営の実績

施設を持続的‘安定的に運営できる能力があるか、
施設経営の実績があるか。

職員は、正規職員を2人、臨時職員を5；，：－：詐8Xぬ議
員を配置します。
正規職員2人は、所長1入、指導系職員1人です。臨

時職員6人！ま、指導系職員2入、事務系職員2人、夜間
勤務員2人です。
常勤指導系職員1人l立、教員免許を有する者で、学校
教育、又は社会教育の経験を有する職員とします。非
常勤指導系職員は、社会教育の経験を有する職員又I立
自然観察指導員の資格を有する職員とします。

100点×
5人＝
500点

342点

－施設主主営｝こ求fjjf;瓦主語議議
成及び人員が確保されており、
適切な勤務体制案と職員の人
材育成方針が示されている。
彊外部への委託・連携を推進さ
れ収益を強化・プログラムの多
様化を推進することで、さらなる
利用者増を期待している。

総合審査結果 2500点 1770点



第1順位となった団体の名称等

名称 有限会社熊野市観光公社

団体の名称等 代表者 代表取締役山本方秀
所在地 三黍県熊野市井戸町654番地1

三重県のが青期少待年でき教る育。を振興する拠点のーっとして、地域特性を活かした前向きで具体的な提案が多数されており、運営実緩に基づき、近隣国体と連携し安定
した運営
施設・設備管理については、実績E経験から培ってきたノウハウに基づき、維持管理及び自然災害等の緊急時への対応など、各提案内容において安定感があ

り、また、経費削減や効率化にも努めている。
長期聞にわたり、当施設の指定管理者として運営していることから、常に新鮮な呂で考え、改善していく視点を忘れず、同じ事業でも変化させることや、青少年

選定委員会の講評
の今目的課題解決等の新しい事業の展開を試みること、利用者の拡大については、情報発信における一般的なSNS等を利用した広報の検討、新たなリスク対応
マニュアルの作成など更なる工夫を期待する。

県立青少年施設として、多様な団体と遥携し、自然を活かした多くの体験活動を充実させ、青少年の健全育成に寄与しようとする事業計画となっていることや、
施設運営！こ求められる人員配賞、職員の人材育成方針が示され、運営実績に基づき安全で安定した運営が期待できることから、指定管理者にふさわしいと判断
した。


